
将来的には、民間事業者
による情報提供も視野に
いれた取り組みを検討

国土地理院

国土地理院では、防災アプリなどで広く利用できる防災に関するＧ空間情報を収集
し提供する「防災地図共用データベース（仮称）」の構築を目指しています。

防災地図共用データベース（仮称）の構築

講演：シンポジウム会場（７階・会議室２）
11月14日（金）10時30分～12時30分

防災地図共用データベース（仮称）の構築に向けた公募に応募のあった防災アプリか
ら、優れた機能を有するとして選定されたアプリについて、防災アプリの展示及び開
発者によるデモなどを行います。

地理院地図、標高データ等の
主要コンテンツ

信頼性の高い防災地図情報の利用 様々なアプリの開発、利用促進

公開

平成26年4月に公募を行い、36件の応募がありました。有識者による第1回審査委
員会（7月28日）、第2回審査委員会（10月6日）において、以下のアプリが優れた
機能を有する防災アプリとして選定されました。

公共施設や避難所、ハザードマップなど
防災に関する主要コンテンツ

防災アプリの選定
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第2回審査委員会入選
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